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 東広島市教育委員会 
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広島で学んで良かったと思える日本一の教育県の実現 
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１ 生涯学習とは 

２ 我が国が直面する未来 

     3  生涯学習を取り巻く新たな方向性 

４ 学校と地域の連携協働の推進について                                    

５ 家庭教育の支援について 

                                            本日の流れ 
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                                       生涯学習とは 

教育基本法（平成１８年法律第１２０号） 

第３条 生涯学習の理念 
 
国民一人一人が、自己の人格を磨き、豊
かな人生を送ることができるよう、その生

涯にわたって、あらゆる機会に、あらゆる
場所において学習することができ、その成
果を適切に生かすことのできる社会の実現 

 
人が生涯にわたって学ぶこと，乳幼児期
から高齢期まで，生涯のあらゆる時期に
行われる学習活動 
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家庭教育 
（第10条） 

 
                                                社会教育 

 

                                                     学校教育 

（第６条） 

基礎知識 生涯学習と学校教育 
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３つの教育領域 
（教育基本法） 

学校・家庭・地域の 
連携協力（第13条） 

教 育 
生涯学習 

 

（第12条） 
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▶生涯学習は，学校教育の基盤の上に 生涯を 
 通じて行われる 
▶学校教育（特に小・中学校段階）は，生涯  
 にわたる学習を行うために必要な基本的な 
 資質・能力を養ううえで重要な役割を担う 

 
 
 
  

                                          生涯学習 

乳幼  小 中 高・・・青年 成人 高齢者 

学び続ける 

生涯学習と学校教育 
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50年後の 
生産年齢人口 現在の約  ％に 

     歳 

現存の約  ％に 

                                       我が国が直面する未来 

2007年生まれの 
子供の約半分が 
到達する年齢 

10～20年後にAIや
ロボットに代替され
る確率が高い職業 

ー ３つの未来予測 ー 

50 

107 

49 
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                                       我が国が直面する未来 

【Society5.0とは】  ～新しい社会「Society5.0」～ 
 狩猟社会，農耕社会，工業社会，情報社会に続く，新たな社会を指すもので，第5期科学  

 技術基本計画において，我が国が目指すべき未来社会の姿として 初めて提唱された。 
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 このような技術の発達（教育用AIの発達・普及）等を背景として，
Society 5.0 における学校は，一斉一律の授業スタイルの限界から抜け出
し，読解力等の基盤的学力を確実に習得させつつ，個人の進度や能力，
関心に応じた学びの場となることが可能となる。また，同一学年での学
習に加えて，学習履歴や学習到達度，学習課題に応じた異年齢・異学年
集団での協働学習も広げていくことができるだろう。 
 さらに，学校の教室での学習のみならず，大学，研究機関，企業，
NPO，教育文化スポーツ施設，農山村の豊かな自然環境などの地域の様
々な教育資源や社会関係資本を活用して，いつでも，どこでも学ぶこと
ができるようになると予想される。 

【参考】Society 5.0に向けた人材育成（平成30年6月５日）文部科学省 

▶ 人間としての強み（現実世界を理解し状況に応じて意味付け，倫理              

      観，板挟みや想定外と向き合う力，責任を持って遂行する力など） 

▶   共通して求められるのは，文章や情報を正確に読み解き対話する力，          

  科学的に思考・吟味し活用する力，価値を見つけ生み出す感性と力， 
  好奇心・探求力など 

                                          Society 5.0 における学校の学び 
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                                       我が国が直面する未来 

▶ 人口減少・高齢化 
▶ 人生100年時代 
▶ 技術革新の進展 
  超スマート社会（Society5.0） 
 

「生涯にわたって主体的に学び続ける力」が必要 

変化が激しく予測困難な未来が到来 

未来を担う子供たちを育てるためには？ 
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  ▶  第３期教育振興基本計画（国） 
    ▶  広島県教育委員会主要施策実施方針 
    ▶  広島版「学びの変革」アクション・プラン 
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 ▶ 広島版「学びの変革」アクション・プラン                

 ▶ 広島県 教育に関する大綱                  

▶ 県教育委員会 主要施策実施方針                  

“広島で学んで良かったと思える日本一の教育県の実現” 
 

                  ▶ 幼児期から大学・社会人まで 

              ▶ オール広島県 

              ▶ 広島らしさ 
   
   ●生涯にわたって学び続けるための環境づくり  ●生涯学習・社会教育を進める環境づくり  

 ●現代的・社会的な課題に対応した学習の推進  ●地域の学びを支える人材の育成 
 ●学校・家庭・地域が連携した教育の推進        ●家庭教育への支援   …     

     
 

 “変化の激しい社会を生き抜くことのできる資質・能力（学び続ける力）の育成” 

H26.12 

H28.2 

H29.2 

成果指標 内容 H28基準値 H30実績 H32目標値 

 社会や地域の課題解決に関する講座の割合 公民館等における全講座のうち，社会や地域の課
題解決に関する講座の割合 

60.3％ 
（H27実績） 

↘59.8％ 65％ 

 放課後子供教室への大学生ボランティアの  
 派遣件数 

放課後等の子供の居場所づくりや体験活動の充実

のため，大学生ボランティアを派遣した件数 
194件 

（H27実績） 
↗198件 200件 

「『親の力』をまなびあう学習プログラム」  
 の受講者の満足度 

「『親の力』をまなびあう学習プログラム」を受

講した保護者等の不安が軽減したと回答した割合 
86.4％ 

（H27実績） 
↘85.6％ 90％ 
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“変化の激しい社会を生き抜くことのできる資質・能力（学び続ける力）”の育成が必要 
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         学校と地域の連携・協働 －背景－ 

「社会に開かれた教育課程」 

連携・協働 

 
地域 

 
学校 



主体的･対話的で深い学び（「アク
ティブ・ラーニング」）の視点からの
学習過程の改善 

 

   

どのように学ぶか 

よりよい学校教育を通じてよりよい社会を創るという目標を共有し、 
社会と連携･協働しながら、未来の創り手となるために必要な資質・能力を育む 

社会に開かれた教育課程 

何ができるようになるか 

    各学校における｢カリキュラム･マネジメント｣の実現 
   

思考力・判断力・表現力等の育成 生きて働く知識・技能の習得 

学びに向かう力・人間性等の涵養 

新しい時代に必要となる資質・能力
を踏まえた教科・科目等の新設や
目標・内容の見直し 

何を学ぶか 

          新学習指導要領の方向性 
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これからの教育課程の理念 

よりよい学校教育を通じてよりよい社会を創るという目標を学校と社会とが共有し、 

それぞれの学校において、必要な教育内容をどのように学び、どのような資質・能力を

身に付けられるようにするのかを明確にしながら、 社会との連携・協働によりその実現

を図っていく。 

＜社会に開かれた教育課程＞ 

① 社会や世界の状況を幅広く視野に入れ、よりよい学校教育を通じてより 
よい社会を創るという目標を持ち、教育課程を介してその目標を社会と 
共有していくこと。 

② これからの社会を創り出していく子供たちが、社会や世界に向き合い関 
  わり合い、 自分の人生を切り拓いていくために求められる資質・能力と 
    は何かを、教育課程において明確化し育んでいくこと。 

③ 教育課程の実施に当たって、地域の人的・物的資源を活用したり、放課 
後や土曜日等を活用した社会教育との連携を図ったりし、学校教育を学 
校内に閉じずに、 その目指すところを社会と共有・連携しながら実現さ 
せること。 

これからの教育課程の理念 
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幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の        （Ｈ28.12.21） 

学習指導要領等の改善及び必要な方策等について（中教審答申） 

第10章 実施するために何が必要か －学習指導要領等の理念を実現するために必要な方策－ 

３. 社会との連携・協働を通じた学習指導要領等の実施 

   （家庭・地域との連携・協働） 

○  学校がその目的を達成するためには、 「社会に開かれた教育課程」の 

   理念のもと、家庭や地域の人々とともに子供を育てていくという視点に 

   立ち、 地域と学校の連携 ・協働の下、幅広い地域住民等(多様な専門人 

   材、 高齢者、若者、  ＰＴＡ・青少年団体、企業・ＮＰＯ等）とともに、 

   地域全体で子供たちの成長を支え、地域を創生する活動（地域学校協働 

   活動）を進めながら、 学校内外を通じた子供の生活の充実と活性化を図 

   ることが大切であり、 学校、 家庭、 地域社会がそれぞれ本来の教育機 

 能を発揮し、全体としてバランスのとれた教育が行われることが重要 
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「社会に開かれた教育課程」の実現と「学校と地域の連携・協働」 

【想定される対象者】 
・地域コーディネーター 
・ＰＴＡ関係者・経験者 
・退職教職員 
・自治会関係者 
・公民館等社会教育施設関係者 

 地域と学校をつなぐコーディネーター  
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これからの教育課程の理念 

参考：地域学校協働活動推進のための地域コーディネーターと地域連携担当教職員の育成研修ハンドブック 

    （文部科学省・国立教育政策研究所社会教育実践研究センター） 

「地域とともにある学校づくり」と「学校を核とした地域づくり」  を 
  つなげる「社会に開かれた教育課程」 
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           様々な地域学校協働活動 
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地域学校協働活動の取組事例①（地域課題解決学習） 
奈良県奈良市富雄中学校区地域教育協議会 
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地域学校協働活動の取組事例②（支援から連携・協働へ） 
高知県南国市稲生地域学校協働本部 
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地域学校協働活動の取組事例③（公民館との連携） 
滋賀県竜王町学校応援団 
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・地域資源（特産物等）の活用 

・公民館（協働支援センター） 

 によるコーディネート  

【放課後子供教室】（神石高原町）              ゆきキッズクラブ                                                                                      H29「地域学校協働活動」推進に係る文部科学大臣表彰     

全国の表彰事例等はこちらから↓ 

 
 
 
 文部科学省WEBサイト 

「学校と地域でつくる学びの未来」 
 http://manabi-mirai.mext.go.jp/ 

参考URL 

http://manabi-
mirai.mext.go.jp/exam/commendation.html 

                   検索 

【地域学校協働基盤活動】（廿日市市） 

  地御前小学校区学校支援地域本部 

   地小っこ応援団             H29「地域学校協働活動」推進に係る文部科学大臣表彰   
 ・校内に「ふれあいルーム」 
       （本部事務局）を設置 
 ・「ボランティアガイド」 
        を活用した事前研修     

 【学校支援活動】（北広島町） 
  
    千代田地域 
  学校支援連絡協議会             H28「地域学校協働活動」推進に係る文部科学大臣表彰   
 ・家庭で育て 地域で鍛え 学校で磨く 

         千代田っ子（スローガン） 
 ・千代田っ子フェスティバルの開催     
        

【放課後子供教室・地域未来塾】（庄原市）  

     教育プロジェクト事業 

 総領自治振興区子供事業    
   H28「地域学校協働活動」推進に係る文部科学大臣表彰     

  ・住民参加による地域の教育力向上  

    ・中学生への学習支援（放課後塾） 
 
 
  

【地域未来塾（放課後子供教室）】（安芸高田市） 

      安芸高田市 無料公営塾 

       地域未来塾 （H29～） 

   
 ・市内全小学校(13校)(5・6年生)で実施 

 ・家庭学習支援コーディネーター 

            （校長OB）の配置 

                    学び未来 表彰 

地域学校協働活動の取組事例【広島県】   
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「地域と連携した活動」の様子【東広島市】 

  田植え・稲刈り体験 
   【竹仁小学校】 

オオサンショウウオ保護活動 
   豊栄町環境問題探検隊 
      【豊栄小学校】 

   とんど・餅つき大会 
    JICA地域交流事業 
    【御薗宇小学校】 

町のお宝発見！（（株）サタケ） 
【寺西小学校】 

「地域と連携・協働した活動」の様子【東広島市】①   
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「地域と連携した活動」の様子【東広島市】 

地域サロン・訪問 
【豊栄中学校】 

 【安芸津中学校】 

「地域と連携・協働した活動」の様子【東広島市】②   

通学合宿（小谷地域センター） 
   【小谷小学校】 
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乳幼児とのふれあい学習 
（安芸津児童館子どもの家） 

災害ボランティア活動 
（西日本７月豪雨） 

職場体験学習 
三幸食品（株） 

 【安芸津中学校】  【安芸津中学校】 



        茶道                   三ツ城自然クラブ                科学教室 
                                         （広島大学メイプルみっつ） 

    ヒップホップダンス                    英会話・国際交流                 
  （広島大学リズミックダンスクラブ）  （大学生ボランティア カモミールラマシカ） 

三ツ城ワクワク広場（三ツ城コミュニティハウス） 

親子ヨガ  

「放課後子供教室」の様子【東広島市】① 
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「放課後子供教室」の様子【東広島市】② 

31 

リズム遊び 
吉川小学校区 吉川放課後子供教室 

オセロ・将棋 
高美が丘小学校区 高美が丘つくしんぼクラブ 

学習活動 
木谷小学校区 木谷放課後子供教室 

餅つき大会 
東志和小学校区 東志和やまびこクラブ 
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                    地域学校協働活動の効果（学校の教育水準，学力） 

▶ 保護者や地域住民の学校支援ボランティア活動が進んでいる学校ほど学力が高い 

▶ 保護者や地域住民の学校支援ボランティア活動は，学校の教育水準の向上に効果 

    があると思う学校は９割以上 

                  約97％ 
                 約94％ 

1. 

1. 
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            地域学校協働活動の効果（教員） 

７割以上の学校が 
「そう思う」と回答 

（「平成27年度地域学校協働活動の実施状況アンケート」文部科学省・国立教育政策研究所） 

 
▶ 地域住民が学校を支援することにより，教員が授 
    業や生徒指導などにより力を注ぐことができた 
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            地域学校協働活動の効果（子供，地域住民） 

（「平成27年度地域学校協働活動の実施状況アンケート」文部科学省・国立教育政策研究所） 

●子供たちへの効果 

● 地域への効果 

▶実際に事業に参加してみて，子供たちが地域住民と交 
 流することにより，様々な体験や経験の場が増え，コ 
 ミュニケーション能力の向上につながった 

▶実際に事業に参加してみて，子供たちが地域住民と交 
 流することにより，様々な体験や経験の場が増え，地 
 域への理解・関心が深まった 

▶実際に事業に参加してみて，地域住民が学校を支援す 
 ることにより，地域の教育力が向上し，地域の活性化 
 につながった 

 
▶実際に事業に参加してみて，地域住民の生きがいづく 
 りや自己実現につながった 

                 約70％ 
                 約74％ 

             約90％ 
                 約89％ 
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▶ 東日本大震災時，避難所において自治組織が立ち上がる過程は順調だったか 

順調だった 95％ 
順調だった 95％ 

【学校支援地域本部設置20校】 【学校支援地域本部未設置20校】 

東日本大震災後の宮城県内の小中学校長40名へのアンケート調査 文部科学省調べ 

            地域学校協働活動の効果（震災時） 

▶ 地震後の地域のボランティア等と 
  連携・協働（学校支援活動）した 
    取組で 子供たちに変化が見られた 
    
  ▶心の落ち着き ▶ストレスの解消 
  ▶不安感の解消 ▶自尊感情の育成 
  ▶自立心の育成 ▶豊かな心の育成  

熊本地震後で震央となった益城町と周辺6町村の小中学校18校へのアンケート 

調査：文部科学省調べ 

▶ 平成28年熊本地震における地域学校協働本部（学校支援地域本部）の設置による被災後の効果 

  ▶ 学校支援地域本部設置校では，地域住民，学校教職員，児童生徒の結束力が高まっていたため，避難所の運営がスムー 
    ズであったとの声を聞いている。 

熊本県教育委員会へのヒアリング 文部科学省調べ 
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地域学校協働活動推進事業【国】   
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 ○指導者研修会の実施 地域学校協働活動推進員やボランティア等の資質向上や情報交換等 
 ○大学生のボランティアチーム「ワクワク学び隊」の派遣  大学への協力依頼，学生チームの募集と登録，派遣 
 ○実践交流会の開催 地域や学校の実情に応じた特色・魅力ある活動の事例発表や意見交換等 

県 

                                          対象：すべての小学生  

           
 
 【ね     ら    い】 放課後子供教室等の活動内容を充実・活性化  ※大学生の社会貢献活動への参加を支援 

 【チームの構成】 県内の大学に在学している学生が複数人で構成 

 【活  動   内  容】実験，観察，工作，音楽，英会話， レクリエーション，学習支援 等 

 

 

大学生ボランティアチーム ワクワク学び隊 

 

・スポーツや文化活動等の体験活動 

・地域の大人や異年齢の子供との交流 

・予習や復習，補習等の学習活動 
 

 

              学び・体験・交流・遊びの場 
 

放課後子供教室 
                       対象：すべての中学生，高校生 

 

     

 

   

  要請 

 
地域住民の協力による，学習習慣の定着を目

的とした学習支援 

 

               学習支援の場 
 

   

             「地域学校協働活動推進員」等のコーディネートにより， 
  地域と学校が協働して教育活動を実施 
 
    ※ふるさと発見学習  ※防災学習 
   ※学校の環境整備 等        

 
 

 

 

   

地域学校協働活動 

市

町 

地域全体で子供たちの成長を支えるため，地域と学校が連携・協働し，地域の教育力の向上及び地域の活性化を図る。 

地域未来塾 

連
携 

    要
請 

派
遣 

    要
請 

派
遣 

連
携 

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ 

（コミュニティ・スクール） 

学校運営協議会 

学校運営・その運営に必要
な支援に関する協議 

地域学校協働活動推進事業【広島県】                
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１ 生涯学習とは 

２ 我が国が直面する未来 

     3  生涯学習を取り巻く新たな方向性 

４ 学校と地域の連携協働の推進について                                    

５ 家庭教育の支援について 

                                            本日の流れ 
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園・所等における教育・保育の充実 

・教育・保育内容，教員， 

   保育士等の研修の充実等 

・幼・保・小連携教育の推進 

・子育てに役立つ情報の提供 

・親子の学び・集いの場の推進 

・地域による親子支援 

家庭教育支援の充実 

 全県的な乳幼児期の教育・保育の質の向上を図るため， 

「遊び 学び 育つひろしまっ子！」推進プランに基づいた家庭教   

 育や教育・保育施設への支援などの施策を展開し，本県が目指す  

 乳幼児の姿の実現を目指す。 

 

「遊び 学び 育つひろしまっ子！」 
 

本県が目指す乳幼児の姿 

感じる・気付く力 うごく力 考える力 やりぬく力 人とかかわる力 

「遊び 学び 育つひろしまっ子！」推進プラン 
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自分一人が悩ん
でいるのではな
いことが分かり，
気持ちが軽くなり
ました 

ＰＴＡ研修会・学級懇談会・保護者会・入学説明会など… 

“学校”と“保護者”をつなぐ様々な場面で活用できる 

「親の力」をまなびあう学習プログラム 

▶ 保護者同士の交流が深まります 
▶ 子供の理解や学校理解につながります 
▶ 懇談会等での話し合いが進みます 
 
【中・高校生等の若い世代には】 
▶ 主体的・対話的で深い学びが促進されます 

 

講師（ファシリテーター）を 
学校に派遣します 

ファシリテーターが進行し， 
教職員に負担はかかりません 

参加者の約 86％ が子育ての不

安が軽くなったと感じています！ 

PTA研修会 総合的な学習の時間 

楽しく話し，聞いて納得する 

家庭教育支援の参加型学習プログラム 
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「親プロ」の特徴（１） 

●子育て段階に応じた学習プログラム 

【活用の場面】 新入生説明会，保護者会，PTA研修会，学級懇談会，地区懇談会，PTC等… 
  

【活用の場面】 家庭科，総合的な学習の時間，特別活動，道徳等の授業， 
                        生徒会活動，ボランティア研修，保護者との交流事業，PTC等… 

小学１～３年生 
 の親 

13 親子でやってみよう！ ～楽しい小学校生活を過ごすために～ 

14 くらべないで！ ～同じ子供なんて一人もいない～ 

15 みなおして！ ～多様な視点から子供を見る～ 

 小学４～6年生 
 の親 

16 体と心の変化 ～子供の思い，親の戸惑い～ 

17 どうする？どういう？ ～子供の人間関係へのかかわり～ 

18 さあ，どっち！？ ～信じる，見守る，待つ，聞く～ 

 中学・高校生   
 の親 

19 思い出してみて… ～私にもあった青春時代～ 

20 ｷｬｯﾁﾎﾞｰﾙは得意ですか？ ～気持ちをつたえる 胸の真ん中で受け止める～ 

21 ほどよい距離感って？ ～子供の自立と親の自立～ 

 多様化する 
  現代的課題 

25 お父さんの子育てトーク！ ～「父親」の楽しみを持ち寄ろう～ 
26 ケータイ！ウチではどうする？！ ～考えてみて，わが家流のつきあい方～ 
27 向き合ってみて… ～「仕事」と「子育て」の調和のために～ 

  中学生・高校生等 
  の青少年 

1 おぎゃーってスゴイ！ ～生まれてきた自分 ，やがて生まれてくる命～ 

2 親しらず 子しらず ～親子関係を振り返る～ 

3 おや！ おや？ ～自分のあゆみと親のかかわり～ 

30 地域ぐるみで子育て！ ～親の立場で考えてみよう～ 

31 あなたならどうする，どう考える？～親として，地域の一員として～ 

▶ 小学生～中学・高校生の親 

▶ 中学生・高校生等【生徒】 
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講演を聴くなどの
従来の学習方法 

参加者が 
“学びの主体”となる 
参加型学習方法 

子育てを振り返り学びあう中で， 
「自ら気づき」「自ら学べる」力を！ 

「親プロ」の特徴（２） 

●楽しく話し，聞いて納得する参加型 

★ このプログラムに「正解」はありません 
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「親プロ」の特徴（３） 
●身近なエピソードをもとにした内容 

親子でやってみよう！  
～楽しい小学校生活を過ごすために～ 

ケータイ！ウチではどうする？！  
～考えてみて，わが家流のつきあい方～ 

体と心の変化 
～子供の思い，親の戸惑い～ 

ほどよい距離感って？  
～子供の自立と親の自立～ 

さあ，どっち！？ 
 ～信じる，見守る，待つ，聞く～ 

くらべないで！  
～同じ子供なんて一人もいない～ 
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「親プロ」の流れ 

うちとける（導入） 

寄って 

話し合う 

話して 

振り返る 

自ら 
気づく 

 
 
 

簡単なゲームを
通じてリラック
スした雰囲気に           

ワークシートに自分
の思いを記入しグル
ープで話し合います           

話し合いの内容
を振り返ります    
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「親プロ」の様子（PTA研修会）     

【御薗宇小学校】 

         
   みなおして！  
   ～多様な視点から子供を見る～ 
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「親プロ」の様子 （中学生）     

地域ぐるみで子育て！ 
ー 子育てマップづくり ― 

【西条中学校】 【高美が丘中学校】 
47 



●自分が親や地域の一員だったら 
 何ができるか，何がしたいかな  
   どたくさん話をしたり，考える 
   ことができたのでよかったです。    
   【中高生向けプログラムに 
        参加した生徒】 

参加者の声 （講座実施後のアンケート結果から） 

●日々の生活のちょっとした場面 
 に実はほめるポイントがたくさ  
 んあることに気付きました。 
●子育ての先輩の話が聞けて気持 
 ちが楽になりました。 

 【保護者】 

●自分の子育てを客観的に見 
   つめることができました。 
●みんなで楽しく話をして， 
   リフレッシュできました。 
 【保護者】 

●生徒はいつもとは違う表情で 
 考えを交流し合っていました。  
 とても内容の濃い教材で様々 
 な視点から考えることができ 
 ました。 
  【中高生向けプログラムを 
   実施した学校の教員】 
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▶ 県・市町の養成講座を修了された方（6,389人）が，ファシリテーターと 

   して 「親プロ」講座を進行します。 

▶ これまでに55,000人以上の方が参加しています。 

「親プロ」実施状況（市町別）     
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▶ 生涯にわたって主体的に学び続ける力の育成 
▶ 学校・家庭・地域の連携と協働 
▶ 社会に開かれた教育課程の実現 

 
 
  

おわりに 
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                                          生涯学習 

乳幼  小 中 高・・・青年 成人 高齢者 

学び続ける 



 
 

目の前の子供たちの生きていく世界は 
大きく変化をしようとしています 

 
 変化の激しい社会を生き抜くために 

どんな力が必要でしょうか？ 
 
  
 

学校・家庭・地域の連携と協働の中で 
子供たちの健やかな育みを実現 

 
子供も大人も学び合い育ち合う教育体制の構築 

 

子供たちの未来のために！ 
 

おわりに 
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